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北海道科学大学 

谷川原 綾子 

 

私の関心はタイトルにもある通り、人工知能であ

る。2022年の ChatGPTの登場は第 4次 AIブー
ムと呼ばれるほど大きなインパクトがあった。す

でに皆さんがその凄さを実感しているところと思

う。私がこの ChatGPT に衝撃を受けたのは、昨
年７月にシドニーで開催されたMedinfoへの参加
準備をしている時であった。初めてのシドニーで

あったため、どこのホテルを予約したらよいかわ

からず、ChatGPTに「会場近くのおすすめのホテ
ルは？」と入力したら、本当に会場周辺の実在の

ホテルをリストアップしてしまった（実際には、

この情報は活用されなかったが・・）。 
この ChatGPT は、人間が自然言語で何らかの
指示を出した際に、その制御プログラムの生成も

可能となっている。ある記事には、ロボットに「モ

ノを移動させて」とのみ指示をすると、ChatGPT
がプログラムを自動で作成し、そのプログラムで

はロボットがモノと衝突しないようなルートを選

んで移動することができたそうだ。 
医療においてはどうだろうか。少し前であるが、

よく私が目にしていた記事は国家試験や専門医試

験に対する合格の可否である。ChatGPTの進化版
である GPT-4では医師国家試験、薬剤師国家試験
等において、合格ライン近辺、もしくは、合格する

と報告されている（多くの研究では画像問題は除

かれている）。私の経験でも、GPT－4に画像問題
を除いた診療放射線技師国家試験を解かせたとこ

ろ、正答率は 60％を超えた。また、RSNAが出版
している雑誌である Radiology に掲載されている
読影コンテスト ”Diagnosis Please”の症例を
ChatGPT に診断させたところ、頭頚部では 89％
の正答率であった。これらの報告から、将来的、

CTやMRIに「こんな画像を取りたい」と指示す
ると、プログラムを自動で作成し、装置が患者を

誘導し、自動でポジショニングするかもしれない。

専門技師合格の知識があれば、撮像パラメータも

調整できるだろうし、読影しながら３D 画像も作
るかもしれない。 
こんな将来が来たとき、診療放射線技師は何を

しているのであろうか。GPT-4の予測は次のとお

りである。 
 
これらの技術的進歩によって、診療放射線技師

の役割が不要になるわけではない。技術の進歩は、

診療放射線技師に新たな役割をもたらすことにな

る。例えば、機械が行える作業の監視や品質管理、

さらには AI が提供する読影結果の最終的な確認

と解釈などが挙げられる。また、AIを用いた診断
プロセスの教育や、患者様とのコミュニケーショ

ンの重要性は高まるだろう。つまり、AIの進化は、
診療放射線技師にとっても、より専門的な知識と

スキルを要求するようになり、彼らの役割を再定

義することになるだろう。 
結論として、AIや自動化技術の進歩は医療現場

における人間の役割を置き換えるのではなく、拡

張し、高めることに寄与する。診療放射線技師

は、新たな技術を理解し、適応し、活用すること

により、医療サービスの質を向上させ、患者様に

とってより良い結果を提供することができるよう

になる。これからも、人間と AIの協働は、医療

分野におけるイノベーションの鍵となるだろう。 

 

 

  

巻頭言 

人工知能の進歩と放射線検査 
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広島国際大学 

成清哲也 

 

VUCA の時代と言われ久しくなったが、医療の現場に置いても大きく波及していることが観察される。COVID-19、天

災地変等の大きな事象から、高度な検査機器や ChatGPTの登場等テクノロジーによる身近な変化、そして一見毎日

同じ繰り返しのように見えるルーチン業務に至るまで、これまでの経験の延長線で見通すことが困難な時代になったと

言える。 

 このような時代において、情報の専門家に求められる知識・経験、そしてスキルはこれまでとは大きく異なってきている

ことが容易に想像できる。もう一方で変わらないもの、変わってはいけないこともあるだろう。このような場面では、ニー

バーの祈りの言葉をよく思い出す。「神よ、変えることができないものは、それをそのまま受け入れる平静さを、変えるべ

きものは変える勇気を、そして変えられないものと変えるべきものを区別する叡智をお与えください。」 

 情報の専門家に求められる、Data→Information→Intelligenceの活動において、今何が求められているのか。医療現

場における情報の専門家の温故知新について改めて考えてみる。 

  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 

教育講演 

 医療現場における情報の専門家とは 
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豊橋市民病院 

原瀬正敏 

 

システム仕様書は、ソフトウェア、情報システムなどを開発する際に、備えるべき機能やその性能、特性、満たすべき

要件などを図表や文章などで記述した文書であり、何を作るべきかを明確にして病院とベンダで共有するために作成

される。 

これまで仕様書に記述する内容については、システム要求事項やインターフェースなどの機能要件について論じられ

てきたが、近年、サイバー攻撃などによるシステム障害発生の事例から、システムの可用性やセキュリティ、保守体制な

どの非機能要件の記述が重要となってきている。また、システム導入にあたり、病院とベンダの両社間で齟齬が発生し

ないよう、システム基本設計書や導入スケジュールなどの資料の記述も重要である。 

本シンポジウムでは、自身の仕様書作成経験に基づき、システム調達における仕様書や資料の重要な要素について

解説する。 

  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

 システム調達における仕様書や資料の重要な要素 
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京都第二赤十字病院 

辻本武志 

 

画像診断部門は画像情報を提供する部門であり，従事する診療放射線技師等のスタッフはすべからく医用画像管理

における一定レベルの知識を有している必要がある．さらに情報システムやその運用を管理する立場において要求さ

れるスキルとしては，DICOM・標準規格・各種ガイドライン・法令等に関する知識，システム導入時の仕様書策定，プロ

ジェクトマネージメント等に加えて，モニタの品質管理や画像メディア連携（PDI），個人情報保護や部門システムのセ

キュリティ対策等，幅広い知識と組織横断的な交渉・調整能力も求められる。最近では画像メディア取り扱い等の一部

業務は医療情報部門や医事部門等に移管されているケースも増えているが，トラブル対応等において専門知識が要

求される場面は少なくなく，医用画像管理の専門知識を持ったものが管理監督する必要がある．一方で現状これらの

専門知識を持つ認定資格の新規取得者数は伸び悩み気味であり，今後継続した人材の育成が課題である. 

  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

臨床現場の視点からみた専門家のあるべき姿とその育成 
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山形県立中央病院 

荒木隆博 

 

医療現場においてデータの利活用はますます不可欠となりつつあります．医療情報の専門家が医療現

場で求められる姿は，データ利活用の視点で多岐にわたる知識とスキル，それらを備えたリーダーシッ

プのある存在です．まず，医学的知識の深化が欠かせず，臨床現場の特異性を理解し，適切なデータ抽

出が可能な技術力が求められます．同時に，情報セキュリティや医療倫理に対する高い認識も不可欠と

言えます． 
データの解釈や分析においては，統計学や機械学習の知識が欠かせません．このスキルを活かすこと

は，臨床データの有益性を把握し医療知識と連携しながら，患者に最適な放射線医療を提供する一助と

なります． 
コミュニケーション能力も重視されます．医師や看護師，システム管理者など多様な職種と円滑に連

携し，共通の目標を達成するためには優れた対人スキルが必要です．それにより，医療の質と効率を向

上させることが期待されます．さらに，持続的な学習や情報の最新化への対応力が求められ，急速に進

化する医療技術に適応できる柔軟性も専門家に必要な特質と考えます． 
このような広範で専門的なスキルと知識を結集し，データ利活用の視点で問題解決ができる医療情報

の専門家が，医療現場で重要な役割を果たします．今後はこれらのスキルを持った若手の育成が急務で

あり，教育機関や研修プログラムの充実が必要と考えます． 
今回のシンポジウムでは，参加される皆様と医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿を共に考

え，未来の専門家の育成に寄与できれば深甚です． 
  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

データ利活用で実現する必要とされる医療情報の専門家 
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群馬パース大学 
星野修平 

 
学校教育法第八十三条には、大学の目的として「大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとと

もに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」

と示され、学術といった視点での体系的観点から、それぞれの専門性を持った学部学科の教育課程、教

育内容が示され、授業展開がされる。診療放射線学や放射線技術科学を学ぶための大学は、その学術を

教授するのみならず、国家資格である診療放射線技師国家資格取得を目指し、高度医療専門職養成の役

割を併せ持つ。法的根拠として、前者は大学設置基準（文部科学省）、後者は診療放射線技師学校養成

所指定規則（文部省・厚生省令）によって定められる。今日の専門家のあるべき姿に対し、大学教育を

法的側面からの現状を提示し、さらに近年、大学教育で注目される数理・AI・データサイエンス教育を

踏まえ、課題提示を行う。 
  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

大学教員の視点から専門家のあるべき姿とその育成 
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JIRA DICOM 委員会⻑ 

中野 信⼀ 

 
医⽤画像情報の受け渡しで事実上の国際標準規格である DICOM は，交換するデータ(主に画像データ)の

中⾝とその通信⽅法を定めている.昨今は，画像データを含まないデータの受け渡し(例:各種計測結果レ

ポート SR，線量情報 RDSR，治療関連情報，画像サーバー内のインベントリ情報等)へと拡張の裾野が広

がっている.当初よりターゲットにしている放射線科系の透視，DSA，CT，MR，超⾳波画像のみならず，⻭
科，眼科，⽪膚科等の専科に発展し，⼝腔撮像，脳磁図，光⾳響等の画像関連データへの領域をカバーす

るようになってきた.また，活⽤の場⾯では IHEのガイドラインにて，放射線，循環器のワークフローを

ベースに，緊急時，ポイントオブケア，放射線治療計画時等を意識したテクニカルフレームワークが制定

されている.特に DX デジタルトランスフォーメーションと⾼まる医療情報の関連規制の動向から複数の

医療機関の情報連携はプライバシーを確保した上での交換も求められている.本シンポジウムでは「医⽤
画像情報の受け渡し」，「肥⼤化するデータ」に焦点を当て，関連する DICOM 規格の中から，PS3.15 Security 

and System Management Profiles， PS3.18 Web Services，PS3.22 Real-time Communication，Sup203 

Thumbnail Service over DICOM web，Sup223 Archive Inventory，Sup225 Multi-Fragment Video Transfer

の概要と DICOM 規格で利⽤可能な画像圧縮の実情と治療関連データに関する規格の状況を、最新情報を

交えて紹介する. 

  

第 51 回秋季学術大会（名古屋）第 41 回医療情報部会 

教育公演 

DICOM Latest information-focusing on technologies to deal with expanding data 

DICOM 最新情報 ? 肥大化するデータに対応する技術を中心に 



 10 

 
大阪警察病院 

泉 夏彦 
 

 

 

 

第 51 回秋季学術大会（名古屋）第 41 回医療情報部会 

シンポジウム「紹介用画像の受け渡しに関する課題と将来展望」 

動画データの可搬型媒体を⽤いた情報連携の取り組みと 

２病院統合へ向けての課題 
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千葉ろうさい病院 

多田 浩章 
 

第 51 回秋季学術大会（名古屋）第 41 回医療情報部会 

シンポジウム「紹介用画像の受け渡しに関する課題と将来展望」 

救急・超音波・内視鏡における画像データの肥大化に伴う画像

管理と受け渡しの現状と課題 
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大阪国際がんセンタ－ 

正岡 祥 
 

第 51 回秋季学術大会（名古屋）第 41 回医療情報部会 

シンポジウム「紹介用画像の受け渡しに関する課題と将来展望」 

放射線治療画像の管理と画像受け渡しの課題 
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坂総合病院 
田中 由紀 

 

第 51 回秋季学術大会（名古屋）第 41 回医療情報部会 

シンポジウム「紹介用画像の受け渡しに関する課題と将来展望」 

外部補完型 PACS に関する運用 
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医療情報部会活動報告 

PACS Basic セミナー 

開催概要 

 

第 15 回を迎えた PACS ベーシックセミナーが九州支部・医療情報部会共催の下、ハイブリッド方 式

にて開催されました。 

今回は、超初級者から中級者までを対象とした医療情報に関するセミナーとして、被ばく線量管 

理,2023 年 6 月に改訂された「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」、ネットワークの 

基礎からセキュリティまでの 3つのコンテンツを各講師より講演をいただきました。 

今や、院内におけるほとんどの業務やシステムは電子化されており、電子カルテを中心に複雑な繋 が

りをもって大きな情報システムを形成しています。放射線部を含めそのシステム担当者の役割は非 常

に大きくなっています。今回のセミナーを通してシステムを担当する方にとって重要な、最新のガ イ

ドライン、標準規格やネットワークセキュリティなど、キーポイントを知っていただけたと考えま す。

ご参加戴いた皆様、ご協力戴きました九州支部の皆様、後援を戴きました団体の皆様へ心より御礼 申

し上げます。 

 

第 15 回 PACS ベーシックセミナー（ハイブリッド開催） 

日時：2023 年 9 月 2日（土）13：00～16：00 

会場：福岡大学病院 臨床小講堂（福岡市城南区七隈 7-45-1）Web 環境によるハイブリッド 

募集人数：約 40 名（会場参加 20 名程度を予定） 

参加費：会員 3,000円 非会員 7,000円 

参加資格：不問（医療情報分野に興味のある人，新しくシステムの担当者になった人など．） 

更新ポイント：医療情報技師育成ポイント：3点 医用画像情報専門技師更新ポイント：15点 

 

プログラム 

13：00～13：05 開会の挨拶 

       九州支部長 川田 秀道(久留米大学病院) 

13：05～13：45 知っておきたい標準規格の基礎 ～被ばく管理を中心に～ 

          医療情報部会委員 上野登喜生(福岡大学病院) 

14：00～15：00 知っておきたいガイドラインの紹介 ～最新版のガイドライン第 6版を中心に～ 

医療情報部会委員 浩章(千葉ろうさい病院) 

15：10～15：55 知っておきたい PACS の構成とネットワークの基礎 ～セキュリティを中心に～ 

医療情報部会委員須藤優(株式会社エムネス) 

15：55～16：00 セミナー総括・閉会挨拶 

医療情報部会長 川眞田実(大阪国際がんセンター) 

 

後援：一般社団法人 日本医療情報学会，一般社団法人 日本医用画像情報専門技師共同認定育成機構 
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医療情報部会活動報告 

PACS Specialist セミナー 

開催概要 

 

 業務システムや IoT デバイスの普及により，ビッグデータが効率的に収集・共有できるなど，国内

外の様々な分野において AIやロボットにデータを利活用する取り組みが行われています．放射線分野

では PACS や RIS等の導入により業務の効率化が図られましたが，蓄積されたデータ（情報資産）の利

活用が十分に進んでいないという課題も挙げられています.今後の放射線分野において，医療現場の安

全性の担保と医療の質の向上という社会的要求に応えるためには，蓄積されたデータの利活用が重要で

あると考えます． 

 この様な背景の中，医療情報部会ではデータ分析の理解を深めていただく機会として，RStudio

（オープンソースソフトウェア）を用いたセミナーを開催することといたしました．約 15,000行の線

量データを使ったさまざまな集計のほか，データセットの作成からグラフ作成などの演習を行いまし

た． 

 

第 33 回 PACS Specialistセミナー 開催概要 

日時：2023 年 7 月 29 日（土） 13：00～17：10 （12：30 から受付開始） 

会場：京都第二赤十字病院 

 

第 34 回 PACS Specialistセミナー 開催概要 

日時：2023 年 9 月 9日（土） 13：00～17：10 （12:00 から受付開始） 

会場：アライドテレシス株式会社 北海道支社 セミナールーム 

募集人数：約 20 名 

参加費：学会員 3,000円 非会員 7,000円 

参加資格：基本的な PC スキルをお持ちの方 

更新ポイント：医療情報技師３ポイント 医用画像情報専門技師 15 ポイント 

 

プログラム  

13：00～13：10 開講式 

13：10～14：10 Rの基礎とデータの読み込み 

14：25～15：25 データセットの作成 

15：40～17：00 グラフ作成に関する説明と演習 

17：00～17：10 閉講式 

 

後援：一般社団法人 日本医療情報学会 

   一般社団法人 日本医用画像情報専門技師共同認定育成機構 

*当日チラシ：https://www.jsrt.or.jp/97mi/content/seminar/PACS%20Specialist_seminar_no34.pdf 
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医療情報部会活動報告 

医療情報 Evening Webinar 

開催概要 

 

医療情報部会では本年度も医療情報 Evening Webinarを開催します．従来の PACS ベーシックセミナー

や PACS Specialistセミナーは，臨床現場向けのセミナーとして研究の土壌を養生することを目的に

行ってまいりましたが，医療情報領域における研究活動への一助となるべく、本セミナーでは医療情報

領域の最新研究動向の紹介をはじめ，AI・医療経営・医療経済といった多岐にわたる最新研究方法

（データ分析手法）について紹介する予定となっております．（昨年度と同様の内容を予定していま

す）皆様が参加しやすいように，平日の夜の 1時間で完結できるセミナーとし，興味のある内容を選択

できるスタイルとしました． 

 

会場：Web 環境によるライブ配信（オンライン web 開催） 

募集人数：各回 30 名 

参加費：各回 学会員 1,000円 非会員 3,000円 

参加資格：不問（医療情報部会員の方を優先させていただきます） 

更新ポイント：医療情報技師 3ポイント（ただし，5 回のうち 3 回以上の出席が必要） 

 

 

開催日時とプログラム： 

第 1回 2023 年 5 月 24 日（水）19:00～20:00 

「医療情報研究の最新動向」    北海道科学大学  谷川琢海 

第 2 回 2023 年 6 月 21 日（水）19:00～20:00 

「放射線技術学と人工知能 -Deep learningとオントロジー-」北海道科学大学  谷川原綾子 

第 3回 2023 年 7 月 26 日（水）19:00～20:00 

「医療機器に関するヘルスサービスリサーチ入門」  医療経済研究機構 石川智基 

第 4回 2023 年 8月 23 日（水）19:00～20:00 

「医療情報に必要な医療経営の視点」   旭川医科大学   谷祐児 

第 5 回 2023 年 9 月 27 日（水）19:00～20:00 

「放射線技術学の視点からの医療経営と医療情報システム」 旭川医科大学   谷祐児 
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医療情報部会活動予定 

 

 
詳細については、今後 学会ホームページやメルマガなどでご案内いたします。  
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[編集後記] 

医療情報部会誌 42 号をお届けいたしました。 

 

第 42 回医療情報部会シンポジウムでは、「紹介用画像の受け渡しに関する課題と将来展

望」というテーマにて開催いたしました。医療現場における画像の受け渡しにおける課題

は、ありふれているテーマであるにも関わらず、医療情報の視点から議論される機会はそ

う多くはなく、医療従事者にとって重要な課題のひとつです。本シンポジウムでは、動画

データの可搬型媒体による情報連携、救急・超音波・内視鏡画像の管理、放射線治療画像

の管理、外部保管型 PACS 運用など、最新技術や取り組みが紹介され、議論を経た上で有効

な解決策の提案が進むことが見出されることが期待されます。 

 

第 43 回医療情報部会シンポジウムは「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき

姿」というテーマにて開催します。医療現場における情報化が進み、膨大なデータが日々生成

されています。これらのデータを活用し、より質の高い医療を提供するためには、医療情報の専門

家が必要です。本シンポジウムでは、医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿につい

て、多角的な視点から情報提供を行い、質疑応答で有意義な議論が行われることを期待します。 

 

 

また、医療情報部会の継続事業として、会員の皆様が求めるセミナーの形式や情報提供のあり

方について、皆様からのご意見、ご要望を形にできるよう取り組んでおります。今後も皆様からの

アンケートなどの一言を大切にしながら、本部会の運営に反映できれば幸甚です。 
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